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研究成果の概要（和文）：本研究では、在宅高齢者の（１）食料品購入、（２）医療受診に着目し、現状とニーズにつ
いて交通・物流サービスの観点からまとめた。
結果から、現状は食料品購入、医療受診ともに「移動型」が多い。「配達型」のニーズは、（１）食料品購入では複数
の商店が居住地周辺にあり、購入先の選択肢は多いが、徒歩でのアクセスが難しい地域（傾斜地等）でみられた。（２
）医療受診では、現状で在宅受診の利用はないのに対し、地域に拠らず全体の12.8％から在宅受診の要望が挙げられた
。

研究成果の概要（英文）：In this study, (1)grocery purchase of the elderly, focusing on (2)medical examinat
ion, are summarized in terms of transportation and logistics services for the needs and current situation.
 
From the results, "mobile type " is often both grocery purchase, medical consultation status quo. The need
s of "delivery type", located in the residence around the shops in multiple (1)grocery purchase, choice of
 suppliers is often, mentioned under (slope, etc.) access area on foot is difficult. (2)In medical visits,
 demand of house calls are listed from 12.8 % of the total regardless of the region.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

 
１．研究開始当初の背景 
我々を取り巻く社会環境の中で、自動車社

会の進展はその利用者に豊かな移動環境を
もたらした一方で、商業施設の郊外化や地域
の中心部衰退に作用し、自ら自動車を運転す
ることができない交通弱者にとっては居住
地から施設までのアクセスのしづらさをも
たらしている。この様に地域における自宅と
施設間の配置に変化が現れる中で、交通・物
流などの運輸事業は我々が地域居住を継続
する上で、人の移動、物の移動を補完するも
のとして、特に交通弱者にとっては非常に重
要な社会サービスの供給手段であり、その公
共性も高い。 
しかしながら、交通・物流事業で共通して

起きている問題には、地域での居住を継続す
るうえで必要な公共性の高いサービスであ
りながら事業の参入・撤退が民間事業者に委
ねられているため、地域内での総括的な需要
のもとで事業計画が行えていない。この結果
が、サービス供給の不足もしくは余過剰を招
き、安定性・安全性の確保ができていない点
である。 
 
２．研究の目的 
本研究では在宅で生活を送る高齢者の生

活行動のなかで、最低限必要な行動目的であ
る（１）食料品購入（２）医療受診に着目し
た。これらサービス享受に至るまでの交通・
物流面からの近接プロセスを大別すると、利
用者をサービス供給施設のある地域まで輸
送する「移動型」（商店までの移動手段や通
院手段）と、自宅もしくはその近隣など居住
地にサービスを運搬する「訪問型」（宅配サ
ービス、移動販売や在宅受診）に分かれてお
り、こうしたサービス享受の現状、ニーズに
ついて、地域特性、外出時の移動能力、世帯
構造の観点から把握することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は兵庫県猪名川町をフィールドに

実施した。猪名川町の地域的特徴は、町域の
南部に民間開発による大規模な郊外型住宅
団地が広がり、一方、北部は市街化調整区域
に指定されている。町内の食料品店（スーパ
ー、コンビニエンスストア）は主に南部地域
に集積しているが、食料品の宅配は町内全域
で同程度のサービスを受けることが可能で
ある（図１）。今回、扱った４地域（松尾台・
伏見台・白金・北部）の特徴を以下に記す。 
・松尾台：駅周辺だが、急こう配の坂があり、

徒歩でのアクセスは負担がかかる。 
・伏見台：駅周辺で、松尾台と比べると徒歩

でのアクセスがしやすい。 
・白金：駅までの移動は自家用車やバスを要

するが、大型ショッピングモールが近郊に
あり、地域内で生活行動が完了する。 

・北部：駅までの距離が最も遠く、商店・医
療機関ともに数が少ない。市街化調整区域。 

 

 
図１ 兵庫県猪名川町 

 
表１ 質問項目 
属性 性別・年齢・居住地域・世帯構造・近居

の家族・運転免許・外出時の移動能力 

食料品購入 食料品の購入者・購入先選択要因・購入

方法・利用頻度・店舗・移動手段・ニー

ズ 

医療受診 受診方法・医療機関の選択要因・通院頻

度・かかりつけの医療機関・通院方法・

ニーズ 

 
表２ 回答者の基本属性 
            （n=1,129） 

 
表３ 外出時の歩行能力 

男性 53.7% 白金 25.1%
女性 43.7% 松尾台 13.3%
無回答 2.6% 伏見台 22.8%
70歳未満 33.7% 北部 31.4%
70－74歳 25.7% 無回答 7.4%
75－79歳 18.3%
80歳以上 20.3%
無回答 2.0%

性
別

年
齢

居
住
地
域

（a）1時間以上休むことなく歩行可能 44.2%

（b）休むことなく歩行可能な時間の上限
30分以上～1時間未満 22.1%

（ｃ）休むことなく歩行可能な時間の上限
10分以上～30分未満 22.3%

（d）休むことなく歩行可能な時間の上限
5分以上～10分未満 4.3%

（e）休むことなく歩行可能な時間の上限
5分未満 2.6%

2.3%

2.3%

①
単
独
歩
行
・

歩
行
補
助
用
具
は
使
用
せ
ず

②単独歩行・歩行補助用具を使用

③歩行時に介助（付添い・見守り）必要

※歩行補助用具とは杖・シルバーカー等
※無回答除く



調査はアンケート形式で、猪名川町在住の
65 歳以上の住民を対象に 2012 年 1 月にプレ
調査、2013 年 2月に本調査行った。調査票の
配布・回収ともに郵送で行い、総回収数は
1,129 票であった。なお、本調査の目的が在
宅高齢者を対象とするため、施設入居者、長
期入院者は集計段階で除いている。また、本
調査では食料品の定義を「生鮮を中心とした
食材、加工食品（総菜、弁当等含む）」とし
た。回答者の基本属性を表２に示す。 
また、本研究における外出時の歩行能力に

ついては、以下の２項目より分類した（表３）。 
・外出時に人の手を借りる必要性（単独・介  
 助） 
・休むことなく歩行可能な時間の上限 
 
４．研究成果 
（１）食料品購入 
①現状 
食料品を回答者本人が購入している割合

は 56.3%、そのうち全体の 8割が商店まで買
いに出かけていた。 
商店までの移動方法は，自分で運転する者

が半数を超え、次いで徒歩が 20.8%、同居家
族の運転に同乗 14.2%、バス利用が１割程度
である。 
 
・地域特性 
自動車免許を持たない北部地域在住者

67.4%と同じく自動車免許を持たない白金地
域在住者 71.7%は他の属性と比べて商店まで
出かける割合が少ない傾向にあり、宅配サー
ビスの利用が多くみられた（表４）。 
 
・歩行能力 
単独で自立歩行が可能な場合、歩行可能時 

間が長いほど自分で食料品を購入する割合も
高い。一方、歩行可能時間が短くなる。すな
わち、自立歩行能力が低い者ほど、自分で購
入する割合も減少傾向となる。特に、休むこ
となく歩行可能時間が 30 分未満の場合に顕
著となる。 
 しかしながら、単独であっても歩行補助用
具使用者は、休まずに 10分以上〜30 分未満 
の自立歩行が可能な層と類似の傾向がみら
れた。さらに、歩行可能時間や補助用具使用
の有無に関わらず、他者と一緒に商店まで出
かける場合には、いずれの歩行能力において
も2割前後の者が商店まで出かけていること
があらわれており、特に、自立歩行が 10 分
未満のもの、歩行補助用具を使用する者など
の歩行能力が低い層では、自分一人で出かけ
る場合よりも、他者を同伴で出かける場合の
方 
が食料品購入における外出率が高いことが
伺えた（図２）。 
 
・世帯構造 
独居では自分で購入する割合が高く、三世

代世帯では低い。ひとり親と未婚の子の場合 

 
表４ 食料品購入の現状（地域別） 

 

図２ 食料品購入の現状（歩行能力別） 
 

図３ 食料品の購入者（世帯構造別） 
 
も 6割弱が自分で購入している。上述の 3つ
の世帯種では性別による違いがみられない
が、夫婦同居の世帯（夫婦のみ、夫婦と未婚
の子）では、女性の方が自分で購入する割合
が高い。また、特徴的な点としていずれの世
帯でも近居家族による購入は非常に少ない
結果であった（図３）。 
 食料品の購入方法は，商店まで出かける者

商店 宅配 移動販売 買物代行 その他
80.1 15.6 2.2 0.5 1.6

合計 83.6 11.6 3 0 1.7
松尾台 84.8 12.1 0 0 3
伏見台 78.8 13.8 6.3 0 1.3
白金 86.4 11.9 0 0 1.7
北部 86.7 8.3 3.3 0 1.7
合計 74.3 22.1 0.7 1.4 1.4
松尾台 84 12 0 0 4
伏見台 82.6 17.4 0 0 0
白金 71.7 26.1 0 12.2 0
北部 67.4 26.1 2.2 2.2 2.2

自
動
車

免
許
な
し

自
動
車

免
許
あ
り

全体合計

31.3%

31.0%

56.8%

61.5%

79.6%

91.8%

19.0%

22.2%

57.7%

29.5%

29.9%

100.0%

65.6%

69.0%

40.9%

33.3%

18.4%

81.0%

75.0%

38.5%

67.9%

69.3%

3.1%

2.3%

5.1%

1.0%

4.9%

2.8%

3.8%

2.6%

0.4%

1.0%

3.3%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他(n=32)

三世代(n=58)

ひとり親と未婚の子(n=44)

夫婦と未婚の子(n=39)

夫婦のみ(n=103)

独居(n=61)

その他(n=21)

三世代(n=36)

ひとり親と未婚の子(n=26)

夫婦と未婚の子(n=78)

夫婦のみ(n=241)

独居(n=17)

女
性

男
性

自分 同居家族 近居家族 訪問介護員 その他

0%

21.4%

12.5%

14.8%

28.1%

32.4%

32.6%

25.0%

28.6%

18.8%

18.5%

17.3%

20.9%

24.6%

50.0%

0%

0%

3.7%

7.2%

2.9%

3.3%

20.0%

50.0%

68.8%

63.0%

47.5%

43.9%

39.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歩行に介助
（付添）が必要な者(n=8)

単独歩行かつ
歩行用具使用者(n=14)

5分未満(n=16)

5分以上～10分未満
(n=27)

10分以上～30分未満
(n=139)

30分以上～1時間未満
(n=139)

単独で1時間以上休まず
歩行可能(n=276)

自分1人で商店まで出かけて購入する
他者と一緒に商店まで出かけて購入する
自分1人で購入するが商店には出かけず
自分では購入しない



が多く、世帯による違いはあらわれていない。 
購入頻度が高いのは三世代、低いのは独居

であり、世帯人数が関係していると考えられ
る（図４）。 
食料品販売先までの移動手段は、全体では

自分で車を運転する者が最も多いが、独居者
は、徒歩による移動が 35.8％みられる。また、
割合としては 7.5％と少ないが近居家族によ
る車の運転が独居者のみられた（図５）。 
 
②ニーズ 
現状では商店まで移動する者が多いのに

対し、宅配サービスの充実が 21.1％と移動手
段の 16.8％より高い。現実とニーズに差異が
みられている。 
 
・地域特性 
 宅配サービスのニーズが最も高いのは松
尾台・自動車免許のない層 32.1％である。一
方、伏見台では自動車免許の有無によらず
10％台と低い。また、北部・自動車免許のな
い層では、移動手段に対するニーズが他より
も高く 38.8％を占めている。移動販売は全体
的にみるとニーズが低いが、白金、北部いず
れも自動車免許を持たない層の１割からは、
ニーズとして挙げられている（表５）。 
 
・世帯構造 

現状に満足という回答が最も高いのが三
世代世帯の 48.3%であった。また、何らかの
ニーズを持っているのが、独居世帯、ひとり
親と未婚の子世帯のうち約半数である。独居、
もしくは、ひとり親と未婚の子の世帯、言い
換えれば夫婦では暮らしていない世帯では、
店までの移動手段のニーズが他の世帯層よ
りも高い。また、夫婦のみ、夫婦と未婚の子
世帯の場合には、他の層と比べて現状の満足
度が低く、加えて、今回の調査で挙げた項目
以外の内容に対するニーズが他の世帯層よ
りもみられている（図６）。 
 
（２）医療受診 
①現状 
現状の医療受診方法（通院、在宅受診）に

ついては全回答者が医療機関まで通院して
いた。居住地からの所要時間では、全体では
30 分以内までが多い。しかしながら、地域特
性別でみると、白金、松尾台、伏見台では 5
分以内が多いのに対し、北部のみ 10 分〜30
分以内が 41.1％と最も多く、30 分〜１時間
以内も 16.8％と他の地域と比べて多い（表
６）。 
 

②ニーズ 
現状では在宅受診の利用はないのに対し、

ニーズとして 12.8％が挙げており、地域別の
偏りもあまりみられない（表７）。一方、現
状では 100％の者が通院であるにも関わらず、
移動手段の充実は 32.0％しか選ばれていな
い。しかしながら、北部地域のみをみれば 

図４ 食料品の購入頻度（世帯構造別） 

 
図５ 商店に出かける移動手段（世帯構造別） 

 
表５ 食料品購入のニーズ（地域別） 

 

図６ 食料品購入のニーズ（世帯構造別） 

 
43.2％から回答を得ている。また、地域を問
わず全体的にニーズがわからないという回
答が多く、近い将来へ対する課題意識を持て
ない者が多いことが伺えた。 

宅配 移動
手段

移動
販売

買物
代行 その他 わから

ない

21.1 16.8 6.3 3.0 23.7 29.1

合計 19.7 13.8 5.9 2.1 31.1 27.3

白金 20.5 9.0 3.8 0.0 38.5 28.2

伏見台 15.9 13.4 3.7 3.7 30.5 32.9

松尾台 24.5 11.3 7.5 1.9 18.9 35.8

北部 19.7 21.1 9.2 2.6 32.9 14.5

合計 22.2 21.5 7.6 4.4 25.9 18.4

白金 20.0 14.5 10.9 7.3 32.7 14.5

伏見台 11.5 23.1 0.0 7.7 38.5 19.2

松尾台 32.1 3.6 3.6 3.6 25.0 32.1

北部 24.5 38.8 10.2 0.0 12.2 14.3

※無回答は除く

全体合計

自
動
車

免
許
あ
り

自
動
車

免
許
な
し

（％）

30.8%

31.0%

32.4%

23.5%

19.9%

6.2%

46.2%

51.7%

41.2%

51.0%

57.6%

52.3%

7.7%

10.3%

20.6%

17.6%

17.2%

27.7%

15.4%

6.9%

5.9%

7.8%

5.3%

13.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他(n=13)

三世代(n=29)

ひとり親と未婚の子
(n=34)

夫婦と未婚の子(n=51)

夫婦のみ(n=151)

独居(n=65)

ほぼ毎日 週1,2日 週1日 月2,3日

33.3%

46.2%

55.2%

54.0%

58.7%

52.8%

20.0%

15.4%

13.8%

22.0%

18.9%

7.5%

26.7%

7.7%

6.9%

11.5%

6.9%

4.0%

0.7%

1.9%

6.7%

3.8%

4.0%

0.7%

1.9%

13.3%

15.4%

17.2%

14.0%

21.0%

35.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他(n=５）

三世代(n=26)

ひとり親と未婚の子(n=29)

夫婦と未婚の子(n=50)

夫婦のみ(n=143)

独居(n=53)

自分で車運転 同居家族が車運転 近居家族が車運転
バス バイク・原付 自転車
徒歩

10.3%

17.2%

22.9%

15.9%

16.7%

23.1%

25.6%

19.0%

14.3%

20.3%

22.1%

21.2%

2.6%

1.7%

17.1%

8.7%

5.4%

7.7%

7.7%

5.2%

2.9%

2.3%

3.8%

10.3%

8.6%

2.9%

17.4%

14.0%

1.9%

43.6%

48.3%
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表６ 通院の所要時間（地域別） 

 
表７ 医療受診のニーズ（地域別） 

 
外出時の歩行能力別には単独外出可能者は
移動手段、介助必要者は在宅受診を希望する
傾向が伺えた。特に、介助が必要な歩行補助
用具使用者では在宅受診が望まれる傾向に
あった。また、現状では外出ができない者の
40.0％は移動手段ニーズを掲げていた。 
 
（３）結論 
本研究では、在宅高齢者の生活行動のなか

でも最低限必要な行動目的である（１）食料
品購入、（２）医療受診に着目し、現状の傾
向と将来的に求められるニーズについて交
通・物流サービスの観点から以下を確認した。 
・今回の調査においては、駅周辺、郊外型住
宅地、市街化調整区域のいずれの地域でも現
状ではサービス享受を受けるために移動す
る者が多い。特に、医療受診においては 100％
が通院であった。 
・しかしながら、食料品購入については、郊
外型住宅地（大型スーパー近郊で宅配サービ
スが充実）と市街化調整区域（商店までの移
動に時間距離を要す）の自動車免許の無い層
では、他の属性と比べて宅配サービスの利用
が多い傾向にあった。 
・また、食料品の購入頻度や商店まで出かけ
る行為については同居の世帯構造や外出時
の同伴者の有無の影響がみられた。 
・地域特性別では将来的に宅配サービスのニ
ーズが高まるのは、複数の商店が居住地周辺
にあり、購入先の選択肢は多いが、傾斜地等
の理由で徒歩でのアクセスが難しい地域で
ある。一方、居住地周辺に商店がない地域で
は、移動手段がより充実して商店の集積地ま
で出かけることのできる環境が望まれてい
る。 
・食料品購入において世帯構造別では、夫婦
で暮らしている以外の世帯では、移動手段の

ニーズが高い。 
・医療受診では、現状での在宅受診は０であ
るのに対し、全体の 12.8％から在宅受診の要
望が挙げられているが、居住地周辺の医療機
関の数、アクセスのしやすさによる差があま
りみられなかった。 
・食料品の購入・医療受診ともに、共通す
る傾向として施設までの時間距離を要する
市街化調整区域からは他の地域よりも移動
手段の充実が多く挙げられていた。 
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